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史

１

横
浜
港
に
お
け
る
政
策
と
横

浜
港
港
湾
計
画

　

横
浜
港
に
お
け
る
政
策
を
振
り

返
る
に
あ
た
り
、
横
浜
港
港
湾
計

画
の
策
定
・
改
訂
を
た
ど
る
こ
と

と
し
た
。

　

港
湾
計
画
は
、
港
湾
法
第
３
条

の
３
で
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際

拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
の
港
湾

管
理
者
は
、
港
湾
の
開
発
、
利
用

及
び
保
全
並
び
に
港
湾
に
隣
接
す

る
地
域
の
保
全
に
関
す
る
政
令
で

定
め
る
事
項
に
関
す
る
計
画
（
以

下
「
港
湾
計
画
」
と
い
う
。）
を

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
横
浜
港
の
港

湾
管
理
者
で
あ
る
横
浜
市
は
、
概

ね
10
～
15
年
後
を
目
標
年
次
と
す

る
港
湾
計
画
を
５
～
10
年
ご
と
に

改
訂
し
て
き
た
。

　

港
湾
計
画
は
、
時
代
の
要
請
に

よ
り
今
後
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

港
湾
施
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
施

設
計
画
で
あ
り
、
中
期
的
な
将
来

の
横
浜
港
の
目
指
す
姿
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
色
濃
く

な
る
も
の
の
、
歴
代
の
港
湾
計
画

が
ど
の
よ
う
な
姿
を
目
指
し
た
計

画
で
あ
っ
た
の
か
振
り
返
り
な
が

ら
、
横
浜
港
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
政
策
を
た
ど
る
こ
と
と
し
た

い
。

２

港
湾
計
画
等
の
策
定
・
改
訂

の
変
遷

　

横
浜
港
に
お
け
る
港
湾
に
関
す

る
計
画
は
、
明
治
21
年
に
策
定
し

た
パ
ー
マ
ー
計
画
が
最
初
で
あ
っ

た
。
昭
和
25
年
に
港
湾
法
が
公
布

さ
れ
、
そ
の
港
湾
法
に
基
づ
き
横

浜
市
が
港
湾
管
理
者
と
し
て
初
め

て
港
湾
計
画
を
策
定
し
た
の
が
昭

和
31
年
４
月
で
あ
る
（
表
１
）。

今
回
は
50
年
を
振
り
返
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
昭
和
36
年
３
月
の
改

訂
か
ら
を
対
象
と
し
、
そ
の
う
え

で
、
本
市
全
体
と
し
て
も
重
要
な

事
業
や
、
現
在
の
横
浜
港
を
形
成

す
る
象
徴
的
な
事
業
を
含
む
３
つ

の
改
訂
計
画
を
中
心
に
取
り
上
げ

る
こ
と
と
す
る
。

❶
昭
和
36
年
３
月
改
訂

　

昭
和
36
年
３
月
の
改
訂
当
時

は
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
に

あ
り
、
当
時
の
政
府
に
よ
る
国
民

所
得
倍
増
計
画
の
影
響
に
よ
り
、

将
来
的
に
貿
易
量
も
増
大
し
て
い

く
も
の
と
予
想
し
、
現
在
の
横
浜

港
の
主
力
ふ
頭
と
な
っ
て
い
る
本

牧
ふ
頭
な
ど
が
新
た
に
計
画
さ
れ

た
。

　

改
訂
時
の
港
湾
計
画
資
料
に
よ

る
と
、
当
時
は
接
収
に
よ
り
係
留

施
設
が
不
足
す
る
と
と
も
に
、
船

の
大
型
化
に
よ
り
接
岸
で
き
る
岸

壁
が
さ
ら
に
限
ら
れ
る
一
方
で
、

入
港
す
る
外
国
船
舶
が
激
増
し
て

い
た
た
め
、
絶
対
的
に
外
貿
バ
ー

ス
が
不
足
し
、
公
共
係
船
浮
標
で

補
う
と
と
も
に
、
そ
れ
で
も
補
え

な
い
場
合
は
、
錨
地
に
停
泊
し
な

が
ら
荷
役
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
当
時
の
状
況
を
踏
ま

え
、
横
浜
港
に
お
け
る
外
貿
バ
ー

ス
確
保
の
た
め
、
新
た
な
ふ
頭
の

執
筆帰

山
　
誠
人

港
湾
局
総
務
課
課
長
補
佐
（
庶
務
係
長
）

蝦
名
　
隆
元

港
湾
局
企
画
調
整
課
課
長
補
佐

（
担
当
係
長
）

古
賀
　
淳
一

港
湾
局
企
画
調
整
課

表１　港湾計画の変遷

計画名 計画年月 主な計画内容

パーマー 
計画

明治21年 
（1888年）

東・北水堤、帷子川導堤、鉄桟橋、灯台、臨港鉄道　
等

港湾施設 
拡張計画

明治32年 
（1899年）

新港ふ頭の造成

横浜港 
修築工事

大正９年 
（1920年）

瑞穂ふ頭（外貿用）、髙島ふ頭（内貿用）、山内ふ頭（内
貿用）、大さん橋拡張、外防波堤（北・南堤）

横浜港 
港湾計画

昭和31年４月 
（1956年）

山下ふ頭増設工事、出田町石炭ふ頭、防波堤、航路・
泊地の浚渫、臨海工業用地造成

横浜港 
港湾計画改訂

昭和33年４月 
（1958年）

臨海工業用地造成（追加）［根岸湾海面埋立、大黒町
地先埋立］、航路・泊地の浚渫

横浜港 
港湾計画改訂

昭和36年３月 
（1961年）

本牧ふ頭計画、瑞穂ふ頭計画、山下ふ頭計画（法線変
更）、埋立計画［本牧関連産業用地］、根岸湾臨海工業
用地造成　等

横浜港 
港湾計画改訂

昭和42年９月 
（1967年）

本牧ふ頭法線変更及び追加、大黒ふ頭計画、用地造成
計画、防波堤増築計画、金沢木材港計画、廃油処理施
設　等

横浜港･川崎港 
港湾計画改訂

昭和45年12月 
（1970年）

工業用地造成計画（追加）、防波堤計画、航路泊地計
画（追加・変更）、臨港交通施設計画［架橋方式によ
る連絡道路、海底隧道方式連絡道路］

横浜港 
港湾計画改訂

昭和53年８月 
（1978年）

大黒ふ頭計画、本牧建材ふ頭、用地造成計画、廃棄物
処理場建設、防波堤計画、小型船船だまり計画　等

横浜港 
港湾計画改訂

昭和57年８月 
（1982年）

公共ふ頭計画［本牧ふ頭地区、大黒ふ頭地区、南本牧
ふ頭地区、内港地区］、木材取扱施設計画、臨港交通
施設計画、土地造成計画　等

横浜港 
港湾計画改訂

昭和62年11月 
（1987年）

公共ふ頭計画［本牧ふ頭地区、大黒ふ頭地区、南本牧
ふ頭地区、大さん橋ふ頭・山下公園地区等］、臨港交
通施設計画、大規模地震対策施設計画　等

横浜港 
港湾計画改訂

平成９年３月 
（1997年）

公共ふ頭計画［大黒ふ頭地区、本牧ふ頭地区、南本牧
ふ頭地区等］、小型船船だまり計画、臨港交通施設計画、
大規模地震対策施設計画　等

横浜港 
港湾計画改訂

平成18年２月 
（2006年）

公共ふ頭計画［本牧ふ頭地区、南本牧ふ頭地区等］、
大規模地震対策施設計画、国際海上輸送網又は国内海
上輸送網の拠点として機能するために必要な施設　等

※一部変更及び軽易な変更を除く



18 調査季報 vol.173・2013.11 ■

３

現
在
改
訂
中
の
港
湾
計
画

　

現
在
、
平
成
26
年
の
改
訂
に
向

け
、
横
浜
市
民
、
港
湾
関
係
者
、

学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
等

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
港
湾
計

画
は
概
ね
10
～
15
年
後
を
目
標
年

次
と
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改

訂
は
平
成
30
年
代
後
半
を
目
標
年

次
と
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
現
在
、
改
訂
案
の
作
成

を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、

今
回
の
改
訂
で
は
３
つ
の
ポ
イ
ン

整
備
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
経
済
の
成
長
の

原
動
力
と
し
て
重
化
学
工
業
が
発

展
を
続
け
て
お
り
、
工
業
用
地
の

需
要
増
大
に
応
え
る
た
め
に
、
昭

和
33
年
４
月
の
港
湾
計
画
改
訂
の

際
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
根
岸
湾

臨
海
工
業
用
地
造
成
を
、
さ
ら
に

拡
張
す
る
計
画
と
し
た
。
昭
和
34

年
に
着
工
（
第
１
期
工
事
）
し
、

竣
工
は
昭
和
46
年
１
月
（
第
２
期

工
事
ハ
地
区
）
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
本
牧
関
連
産
業
用
地

の
埋
立
計
画
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

本
牧
関
連
産
業
用
地
は
昭
和
38
年

10
月
に
着
工
し
、
昭
和
44
年
３
月

に
竣
工
し
た
。

　

こ
う
し
て
現
在
の
根
岸
湾
に
面

す
る
水
際
線
に
ほ
ぼ
近
い
地
形
が

形
成
さ
れ
、
京
浜
工
業
地
帯
の
一

翼
を
担
う
工
業
地
区
が
整
備
さ
れ

た
。

❷
昭
和
42
年
９
月
改
訂

　

昭
和
42
年
９
月
の
港
湾
計
画
改

訂
で
は
、
当
時
で
は
画
期
的
な
輸

送
革
新
で
あ
り
、
現
在
の
物
流
の

世
界
標
準
と
な
っ
た
コ
ン
テ
ナ
化

に
対
応
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
と
な
っ
た
。

　

世
界
の
海
運
業
界
で
は
、
昭
和

30
年
代
当
初
に
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る

試
験
的
な
輸
送
が
始
ま
り
、
そ
の

後
、
北
米
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等

の
沿
岸
航
路
で
コ
ン
テ
ナ
化
が
進

ん
で
い
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

は
、
昭
和
30
年
代
に
は
ま
だ
コ
ン

テ
ナ
船
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
、
昭
和
42
年
９
月
に

ア
メ
リ
カ
の
マ
ト
ソ
ン
社
が
日
本

郵
船
、
昭
和
海
運
と
提
携
し
て
、

コ
ン
テ
ナ
船
に
よ
る
太
平
洋
横
断

航
路
を
東
京
港
品
川
ふ
頭
で
開
始

し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け

る
コ
ン
テ
ナ
化
が
幕
を
開
け
た
。

横
浜
港
に
お
い
て
は
、
昭
和
43
年

12
月
に
シ
ー
ラ
ン
ド
社
の
サ
ン

フ
ァ
ン
号
が
入
港
し
、
本
牧
ふ
頭

に
着
岸
し
た
の
が
第
１
号
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
特
に
コ

ン
テ
ナ
船
の
就
航
に
伴
う
施
設
の

整
備
が
早
急
に
必
要
と
な
り
、
改

訂
計
画
で
は
本
牧
ふ
頭
に
お
い
て

「
規
定
計
画
に
お
け
る
（
中
略
）

埠
頭
法
線
を
変
更
す
る
と
と
も
に

コ
ン
テ
ナ
荷
役
に
対
処
し
て
２

０
，
０
０
０
Ｄ
／
Ｗ
級
水
深
12
ｍ

岸
壁
３
バ
ー
ス
及
び
１
５
，
０
０

０
Ｄ
／
Ｗ
級
水
深
10
ｍ
岸
壁
６

バ
ー
ス
を
追
加
し
て
、
合
計
29

バ
ー
ス
と
し
、
５
５
０
万
ト
ン
を

取
り
扱
う
」
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、「
大
黒
町
地
先
に
１
５
，

０
０
０
Ｄ
／
Ｗ
級
水
深
10
ｍ
岸
壁

25
バ
ー
ス
を
有
し
、
３
７
５
万
ト

ン
を
取
り
扱
う
」
大
黒
ふ
頭
を
新

た
に
計
画
に
位
置
付
け
た
。
そ
の

後
、
昭
和
53
年
８
月
改
訂
の
際
に

Ⅱ
期
地
区
が
計
画
さ
れ
て
、
現
在

は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
背

後
に
横
浜
港
流
通
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ

︱
Ｃ
Ｃ
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
民

間
倉
庫
が
立
ち
並
ぶ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
拠
点
で
あ
る
と
と
も

に
、
完
成
自
動
車
の
輸
出
拠
点
と

な
っ
て
い
る
島
式
の
大
黒
ふ
頭

が
、
港
湾
計
画
上
初
め
て
出
て
く

る
の
は
こ
の
昭
和
42
年
９
月
改
訂

の
時
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
外
貿
公
共
埠
頭
を
新

た
に
位
置
づ
け
、
港
湾
機
能
を
大

幅
に
強
化
し
た
の
は
、
コ
ン
テ
ナ

化
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
当
時
の
日
本
経
済
が

30
年
代
か
ら
の
著
し
い
経
済
成
長

を
持
続
し
、
外
貿
貨
物
量
が
急
激

に
伸
び
て
い
た
こ
と
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要

因
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
当
該
改
訂
で
触
れ
て

お
き
た
い
も
の
と
し
て
、
新
た
な

用
地
造
成
計
画
と
臨
港
交
通
施
設

計
画
が
あ
る
。

　

新
た
な
用
地
造
成
計
画
に
つ
い

て
、
改
訂
計
画
で
は
「
わ
が
国
有

数
の
国
際
港
湾
都
市
横
浜
の
機
能

拡
充
を
図
る
た
め
用
地
造
成
を
行

い
港
湾
機
能
用
地
、
都
市
再
開
発

の
た
め
の
用
地
等
に
充
当
す
る
も

の
と
す
る
」
と
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
本
市
が
昭
和
40
年
２
月

に
発
表
し
た
「
都
市
づ
く
り
の
将

来
計
画
の
構
想
」
の
中
で
提
案
さ

れ
た
６
つ
の
基
幹
事
業
、
い
わ
ゆ

る
６
大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
金

沢
地
先
埋
立
」
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。

　

当
時
、市
内
都
心
部
で
は
商
業
・

住
宅
地
に
工
場
が
点
在
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
へ
の
立
地

が
望
ま
し
く
な
い
工
場
を
こ
の
新

た
な
埋
立
地
に
移
転
し
て
も
ら

い
、
公
害
防
止
、
環
境
保
全
対
策

を
取
り
入
れ
た
近
代
的
な
工
業
団

地
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

一
方
で
工
場
が
移
転
し
た
跡
地
を

有
効
に
活
用
し
、
都
心
部
の
再
開

発
を
進
め
、
横
浜
の
都
市
問
題
の

解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
ま

た
、
市
内
陸
部
で
は
用
地
取
得
が

困
難
な
下
水
処
理
場
や
ご
み
焼
却

場
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
用
地

と
し
て
も
活
用
し
よ
う
と
し
た
。

さ
ら
に
、
工
場
用
地
で
働
く
市
民

の
住
宅
用
地
と
し
て
も
利
用
す
る

こ
と
で
、
職
住
近
接
の
住
宅
団
地

を
目
指
す
と
と
も
に
、
海
の
公
園

を
は
じ
め
と
す
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
用
地
と
し
て
も
活
用
し
、

市
民
の
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
計

画
で
あ
っ
た
。
６
６
０
ｈ
ａ
に
及

ぶ
広
大
な
埋
立
事
業
は
、
昭
和
46

年
３
月
に
起
工
し
、
昭
和
63
年
５

月
に
完
了
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
臨
港
交
通
施
設

計
画
に
つ
い
て
、
改
訂
計
画
で
は

「（
前
略
）
本
牧
ふ
頭
と
大
黒
ふ
頭

を
連
絡
す
る
橋
梁
を
計
画
す
る
も

の
と
す
る
」
と
あ
り
、
本
市
の
６

大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
横
浜
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
」
が
こ
こ
で
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
本
牧
ふ
頭
や
大

黒
ふ
頭
、
並
び
に
本
牧
、
根
岸
湾

臨
海
工
業
地
帯
の
整
備
に
伴
い
、

こ
れ
ら
の
地
区
か
ら
発
生
す
る
交

通
量
を
円
滑
に
さ
ば
く
た
め
、「
横

浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
」と
と
も
に「
根

岸
湾
、
本
牧
ふ
頭
を
通
る
幹
線
道

路
」、「
大
黒
町
よ
り
大
黒
ふ
頭
へ

至
る
橋
梁
」
も
計
画
に
位
置
付
け

た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
臨
港
交
通

施
設
を
、
東
扇
島
を
経
て
東
京
に

至
る
湾
岸
道
路
に
接
続
し
て
広
域

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

横
浜
港
と
背
後
圏
の
貨
物
流
動
を

円
滑
化
す
る
と
と
も
に
、
既
成
市

街
地
へ
の
交
通
流
入
を
抑
制
し
、

都
心
部
の
混
雑
緩
和
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
横
浜
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
昭
和
55
年
11
月
に

大
黒
ふ
頭
に
お
い
て
着
工
し
、
平

成
元
年
９
月
27
日
に
開
通
し
た
。

❸
昭
和
57
年
８
月
改
訂

　

海
上
輸
送
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ

化
が
着
実
に
進
展
し
、
昭
和
55
年

に
は
横
浜
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

は
９
，
５
５
６
千
ト
ン
と
な
り
、

昭
和
51
年
か
ら
の
４
年
間
で
倍
増

し
た
。
ま
た
、
定
期
航
路
貨
物
に

対
す
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
割
合
も

49
・
３
％
と
な
っ
て
い
た
。
今
後

も
、
一
層
の
船
舶
の
大
型
化
や
コ

ン
テ
ナ
貨
物
量
の
増
大
が
見
込
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
大
黒
ふ
頭
に
２

バ
ー
ス
、
本
牧
Ｄ
突
堤
先
端
部
に

２
バ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
を

新
た
に
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。
本
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牧
ふ
頭
Ｄ
突
堤
は
、
当
該
改
訂
に

先
立
ち
、
昭
和
48
年
12
月
の
一
部

変
更
の
際
に
、
一
般
廃
棄
物
、
建

設
残
土
、
浚
渫
土
の
廃
棄
物
処
理

施
設
の
計
画
を
盛
り
込
み
、
突
堤

を
拡
張
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭

和
62
年
11
月
の
改
訂
時
に
、
外
貿

定
期
船
貨
物
の
コ
ン
テ
ナ
化
及
び

船
舶
の
大
型
化
に
対
応
す
る
た

め
、
本
牧
ふ
頭
Ｂ
突
堤
と
Ｃ
突
堤

の
間
を
埋
め
立
て
、
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
す
る
計
画
を
盛
り

込
み
、
現
在
の
本
牧
ふ
頭
の
形
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
改
訂
に
お
い
て
新

た
な
ふ
頭
と
し
て
、
南
本
牧
ふ
頭

を
計
画
に
位
置
付
け
た
。
こ
の
時

の
計
画
で
は
、
南
本
牧
ふ
頭
は
ま

だ
、
現
在
の
よ
う
な
島
式
の
埠
頭

で
は
な
く
、
沖
合
に
せ
り
出
す
よ

う
な
形
状
の
埠
頭
で
あ
っ
た
。
南

本
牧
ふ
頭
は
、
昭
和
62
年
11
月
の

改
訂
の
際
に
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
輸

送
の
進
展
に
対
応
で
き
る
大
水

深
、
大
規
模
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
有
す
る
最
新
鋭
の
ふ
頭
と
し

て
、
現
在
の
島
式
の
ふ
頭
へ
と
計

画
を
変
更
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の

後
も
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
は

予
想
を
上
回
る
速
さ
で
進
展
し
、

岸
壁
を
延
長
、
増
深
す
る
変
更
を

重
ね
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
時
の
改
訂

で
、
本
市
６
大
事
業
の
一
つ
で
あ

る
「
都
心
部
強
化
事
業
」
に
あ
た

る
内
港
地
区
の
土
地
造
成
及
び
土

地
利
用
計
画
を
定
め
て
い
る
。「
み

な
と
み
ら
い
21
」
で
あ
る
。
本
市

は
、昭
和
56
年
に
策
定
さ
れ
た「
よ

こ
は
ま
21
世
紀
プ
ラ
ン
」
に
お
い

て
、
首
都
圏
の
中
核
都
市
と
し
て

の
機
能
強
化
、
活
力
あ
る
地
域
経

済
の
発
展
、
安
全
で
快
適
な
市
民

生
活
の
実
現
等
を
目
指
し
て
い

た
。

　

大
さ
ん
橋
か
ら
新
港
・
高
島
・

山
内
ふ
頭
に
至
る
内
港
地
区
の
各

ふ
頭
は
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
物

流
機
能
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て

い
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
化
に
よ
る
物

流
革
新
の
前
で
は
、
ふ
頭
用
地
が

狭
隘
で
あ
り
、
コ
ン
テ
ナ

の
蔵
置
ス
ペ
ー
ス
が
な

く
、
加
え
て
臨
港
交
通
施

設
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と

か
ら
貨
物
取
扱
量
の
増
大

が
望
め
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽

化
も
著
し
く
、
改
修
が
必

要
な
状
況
に
な
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
内
港
地
区

の
各
ふ
頭
は
都
心
と
近
接

し
、
一
般
交
通
と
物
流
交

通
が
交
錯
す
る
課
題
が
生

じ
て
お
り
、
都
心
部
を
通

過
す
る
必
要
が
な
く
広
域

的
な
地
域
を
背
後
圏
と
す

る
ふ
頭
機
能
は
、
沖
合
展

開
さ
せ
る
な
ど
、
物
流
機

能
の
適
正
配
置
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、

内
港
地
区
は
レ
ン
ガ
倉
庫

や
石
造
り
ド
ッ
グ
な
ど
の
歴
史
的

遺
産
も
多
く
存
在
し
、「
み
な
と
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
保
ち
続
け
て
い
た

地
区
で
あ
り
、
国
際
港
都
横
浜
の

シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
ま
た

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
整
備

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
、

当
時
の
横
浜
は
、
横
浜
駅
周
辺
と

関
内
地
区
に
二
分
さ
れ
る
都
市
構

造
や
、
昼
夜
間
人
口
比
率
、
市
内

就
業
率
が
低
い
就
業
構
造
な
ど
を

是
正
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
と
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
都

心
に
近
接
し
、
港
湾
施
設
の
老
朽

化
が
著
し
い
内
港
地
区
を
再
開
発

し
、
港
湾
機
能
の
再
生
を
図
る
と

と
も
に
、
都
市
整
備
に
資
す
る
こ

と
を
方
針
と
し
て
、
み
な
と
み
ら

い
地
区
の
再
開
発
（
み
な
と
み
ら

い
21
）
が
港
湾
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
た
。
昭
和
58
年
11
月
に
工
事
着

手
し
、
平
成
10
年
に
新
港
地
区
の

埋
立
が
竣
功
し
、
一
部
を
除
き
、

み
な
と
み
ら
い
21
の
埋
立
事
業
が

完
了
し
た
。

　

現
在
の
横
浜
港
の
形
は
、
港
湾

計
画
上
、
概
ね
昭
和
57
年
８
月
の

改
訂
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
と
言
え

る
（
図
１
）。

３

現
在
改
訂
中
の
港
湾
計
画

　

現
在
、
平
成
26
年
の
改
訂
に
向

け
、
横
浜
市
民
、
港
湾
関
係
者
、

学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
等

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
港
湾
計

画
は
概
ね
10
～
15
年
後
を
目
標
年

次
と
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改

訂
は
平
成
30
年
代
後
半
を
目
標
年

次
と
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
現
在
、
改
訂
案
の
作
成

を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、

今
回
の
改
訂
で
は
３
つ
の
ポ
イ
ン図１　埋立の変遷

新田開発時代　
～1859年(安政6年6月1日)

開港時代　
1859年(安政6年6月2日)(横浜開港)
～1889年(明治22)3月31日
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～1945年(昭和20)8月14日
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～1967年(昭和42)10月19日
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ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
国

際
競
争
力
の
あ
る
港
」
で
あ
る
。

横
浜
港
は
、
東
京
港
、
川
崎
港
と

と
も
に
京
浜
港
と
し
て
、
平
成
22

年
８
月
、「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略

港
湾
」
に
選
定
さ
れ
た
。
横
浜
港

に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
数

は
、
平
成
20
年
の
３
４
８
万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
を
ピ
ー
ク
に
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災
、
円

高
や
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る

中
国
と
の
関
係
冷
え
込
み
な
ど
に

よ
り
、
こ
こ
数
年
は
概
ね
３
０
０

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
水
準
で
推
移
し
て
い

る
（
図
２
）。
引
き
続
き
、
集
荷

策
の
展
開
な
ど
に
よ
り
コ
ン
テ
ナ

貨
物
取
扱
数
を
増
や
す
取
組
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
貨
物
量
の

増
加
に
対
応
し
た
コ
ン
テ
ナ
取
扱

機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
在
、
世
界
の
基
幹
航

路
で
は
、
輸
送
の
一
層
の
効
率

化
、
経
済
性
（
事
業
採
算
性
）
な

ど
を
追
及
す
る
流
れ
か
ら
、
コ
ン

テ
ナ
船
の
大
型
化
が
進
展
し
て
い

る
（
図
３
）。

　

１
９
９
０
年
代
の
コ
ン
テ
ナ
船

の
最
大
船
型
は
６
，
０
０
０
Ｔ
Ｅ

Ｕ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０

０
年
代
に
は
１
５
，
０
０
０
Ｔ
Ｅ

Ｕ
ク
ラ
ス
ま
で
に
大
型
化
し
て
お

り
、
ア
ジ
ア
と
欧
州
を
結
ぶ
基
幹

航
路
（
欧
州
航
路
）
で
は
、
１
８
，

０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
の
超
大
型
コ
ン

テ
ナ
船
が
就
航
し
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
欧
州
航
路
に

就
航
し
て
い
た
大
型
船
が
、
他
の

基
幹
航
路
等
に
ス
ラ
イ
ド
し
就
航

し
て
い
く
カ
ス
ケ
ー
ド
と
呼
ば
れ

る
現
象
に
よ
り
、
他
の
航
路
に
お

い
て
も
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
が

進
ん
で
い
る
。
横
浜
港
に
寄
港
す

る
コ
ン
テ
ナ
船
も
例
外
で
は
な

く
、
大
型
化
の
傾
向
に
あ
り
（
図

４
）、
今
後
も
国
際
拠
点
港
湾
と

し
て
、
国
際
基
幹
航
路
を
維
持
・

拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
こ
う
し

た
大
型
化
す
る
コ
ン
テ
ナ
船
が
寄

港
で
き
る
機
能
を
備
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

牧
ふ
頭
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

能
の
強
化
や
南
本
牧
ふ
頭
に
お
け

る
大
水
深
岸
壁
の
延
伸
、
さ
ら
に

は
本
牧
ふ
頭
沖
に
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
機

能
を
持
つ
新
た
な
ふ
頭
の
計
画
を

検
討
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
市

民
が
集
い
憩
う
港
」
で
あ
る
。

　

市
民
に
身
近
な
親
水
空
間
の
確

保
や
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

需
要
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
客
船

の
寄
港
促
進
に
よ
る
賑
わ
い
創
出

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

横
浜
港
へ
の
客
船
の
寄
港
数

は
、
平
成
24
年
に
は
１
４
２
回
と

な
り
、
10
年
連
続
日
本
一
に
な
っ

た
。
特
に
平
成
24
年
は
、
外
国
客

船
の
寄
港
が
大
幅
に
増
加
し
た

（
図
５
）。

　

大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
両
岸
に
大
型
客
船
が
２
隻
同

時
に
着
岸
し
て
い
る
光
景
が
頻
繁

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
方
で
客
船
の
寄
港
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
重
複
な
ど
に
よ
り
、
バ
ー
ス

不
足
も
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る

（
写
真
1
）。

　

ま
た
最
近
で
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
価
格
で
の
ク
ル
ー
ズ
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
日
本
国
内
で
客
船
ク

ル
ー
ズ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
ク
ル
ー
ズ

人
口
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
う
し
た
中
、
前
述
し
た
コ
ン

テ
ナ
船
と
同
様
に
、
客
船
も
経
済

性
を
追
求
す
る
観
点
か
ら
、
大
型

化
が
進
ん
で
い
る
。
今
年
５
月
に

横
浜
港
へ
寄
港
し
た
ボ
イ

ジ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
は
、
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ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
（
55
ｍ
）
を
く
ぐ

れ
な
い
高
さ
（
63
ｍ
）
で
あ
っ
た

た
め
、
大
黒
ふ
頭
の
多
目
的
バ
ー

ス
（
Ｔ
︱
１
、
２
）
に
着
岸
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
港
湾
局
で

は
、
多
く
の
客
船
が
横
浜
港
に
寄

港
し
、
給
油
や
食
材
、
船
用
品
を

調
達
す
る
こ
と
、
乗
客
や
見
物
客

等
が
横
浜
市
内
で
消
費
す
る
こ
と

が
、
横
浜
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も
客

船
誘
致
に
注
力
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
の
港
湾
計
画

の
改
訂
で
は
、
新
港
ふ
頭
で
客
船

の
受
入
れ
機
能
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
本
牧
ふ
頭
Ａ
突
堤
に
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
を
通
過
で
き
な
い
超
大

型
客
船
が
着
岸
で
き
る
多
目
的

バ
ー
ス
の
計
画
を
検
討
し
て
い

る
。

　

一
方
、
物
流
環
境
の
変
化
に
伴

い
、
物
流
拠
点
の
沖
合
展
開
と
、

内
港
地
区
の
都
市
機
能
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

山
下
公
園
に
隣
接
す
る
山
下
ふ

頭
は
、
昭
和
28
年
か
ら
埋
立
を
開

始
し
、
昭
和
38
年
に
完
成
し
た
。

在
来
貨
物
を
取
り
扱
う
ふ
頭
で
あ

り
、
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
海
上
輸
送

が
主
流
に
な
る
中
、
水
深
を
確
保

で
き
る
本
牧
ふ
頭
や
南
本
牧
ふ
頭

と
い
っ
た
沖
合
の
埠
頭
に
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
シ
フ
ト
し
、
山

下
ふ
頭
に
お
け
る
貨
物
取
扱
量
も

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
完
成
か

ら
50
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
も
進

ん
で
い
る
現
状
か
ら
、
市
街
地
に

近
接
す
る
立
地
環
境
を
生
か
し
た

新
た
な
賑
わ
い
創
出
の
拠
点
と
し

て
、
今
後
、
街
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　

三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
安

全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い

港
」
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
災
害
時
の
市
民
生
活
の
確
保

の
た
め
に
、
復
旧
・
支
援
物
資
を

受
け
入
れ
る
海
上
輸
送
拠
点
や
、

経
済
活
動
の
維
持
を
図
る
た
め
、

外
貿
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
耐

震
強
化
岸
壁
を
適
切
に
配
置
す

る
。

　

ま
た
、
美
し
い
横
浜
港
を
次
世

代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
浚

渫
・
覆
砂
や
浅
場
造
成
に
よ
る
藻

場
の
育
成
等
、
水
質
浄
化
・
生
物

多
様
性
へ
の
取
組
を
進
め
る
と
と

も
に
、
港
の
ス
マ
ー
ト
化
を
め
ざ

し
、
港
湾
活
動
で
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
の
削
減
、
温
暖
化
対
策

に
官
民
協
働
で
取
り
組
ん
で
い

く
。

４

最
後
に

　

横
浜
港
及
び
そ
こ
で
取
り
組
む

事
業
・
施
策
は
、
横
浜
と
い
う
都

市
を
形
成
す
る
う
え
で
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
そ
れ
は

６
大
事
業
の
う
ち
の
３
つ
が
港
湾

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
も
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
港
湾
に
か
か
る
施
策

で
、
特
に
物
流
に
係
わ
る
部
分
に

お
い
て
は
、
社
会
情
勢
や
世
界
の

物
流
形
態
、
日
本
の
産
業
構
造
な

ど
の
変
化
、
船
会
社
、
港
運
事
業

者
、
倉
庫
事
業
者
と
い
っ
た
関
係

企
業
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
し
た

港
湾
機
能
・
環
境
整
備
に
よ
り
変

遷
し
て
き
た
。

　

横
浜
港
は
日
本
を
代
表
す
る
国

際
拠
点
港
湾
で
あ
り
、
新
た
な
時

代
の
動
向
や
要
請
に
応
え
、
こ
れ

か
ら
も
横
浜
の
経
済
を
支
え
、
活

力
あ
る
横
浜
を
形
作
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

写真１　大さん橋国際客船ターミナルの混雑状況（平成24年4月）
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